








































































































































































































































































































































































生まであらゆる地域社会の課題が交流のテーマとなり得る」（毛受 2006 p. 54）姉妹都市
交流の可能性は多様に広がりうる。しかし，一方で，姉妹都市交流としてのイベントのみ
で終結するのではなく，多様な課題にともに立ち向かえる仲間としての役割が今後目指さ
れることが求められよう。
　愛媛での活動の特徴は「えひめ丸」事故がきっかけとなっていることであり，事故を風
化させないという意識が活動を維持する力となっている。それを踏まえて，今後の活動が
検討されなければならない。一方，ハワイ会の活動そのものの知名度は低い。メディアへ
の働きかけなどの対策により，多くの人々が関わる機会も必要であろう。一部の人が活動
に従事している現状から，多くの関心を呼び起こすものへと変化させることにより，強い
関係が築かれるであろう。
　事故を契機として，文化的な活動を中心に，愛媛側のみならずハワイ側からのアクセス
も見られることがハワイと愛媛の関係の特徴となる。日本で行われる活動ではフラダンス
やウクレレが中心となっているが，ハワイのフェスティバルには宇和島のウシオニが披露
され宇和島からの指導者のもと，現地の高校生がウシオニを担ぐことで交流が深められて
いた。日本側が主体となっている印象はあるものの，イベントに終始することなく，イン
ターンなどを通して，人的・文化的交流を深めることで，姉妹都市のもつ豊かな地域形成
の一つの事例として今後の発展が期待できよう。
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注
１） 2010年12月17日聞き取り調査より。
２） 2010年度の場合，インターン受け入れ費用は240万円を計上している。渡航費用・宿泊費を
含み３カ月滞在で２人を受け入れている。直接の交渉は愛媛県の外郭団体である国際交流協会
が中心となっている。
３） ハワイ日系人にとってルーツ探しは重要なアイデンティティ形成の要因となっている。ホノ
ルルにある日本文化センター（JCCH）には，問い合わせが多く寄せられており，山口県大島
にあるハワイ移民資料館には，官約移民としてハワイに渡った１世の記録が残されており，
ルーツ探しに際して重要な役割を担っている。
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